
就業体験型プログラム 

実習日誌・評価表 

〔  2026 〕年度 

実習先 特定非営利活動法人大学コンソーシアム大阪 

実習期間 

自   8 月 4 日（ 月 ） 

 至   8 月  15 日（ 金 ） 

在籍大学（院）名 大阪コンソーシアム大学  

学部・学科 

（研究科） 

経営 学部 経営   学科 

研究科 

氏名 紺素 太郎 学年 3 年生 

特定非営利活動法人 大学コンソーシアム大阪 

「株式会社」や「社会福祉法人」等 

省略せずに正式名称を記入 

実習最終日も忘れず記入 



日時 実習　　第 2 日目 8 月 5 日 （　火　）

実習時間 ～ (計 8 時間）

1 2 3 4 5

到達できなかった 到達できた

・本日できたこと、できなかったこと（理由も含めて具体的に）

・業務を通して気付いたこと、次回以降に努力したいこと等

コメント

業務内容・スケジュール等

9:30　朝礼（本日の業務目標　発表）
10:00　まちづくりについて調べてまとめる。（次の企画をするためのニーズ調べ）
13:00　アンケート集計（講座受講の感想）
15:00　講座設営準備
16:00　データ入力

実習日誌

学
生
欄

9:30 17:30

実習内容
（具体的に
記入）

アンケート集計やデータ入力に関しては、エクセルの操作が比較的得意なので時間内に終えられた。

まちづくりについての調べは正直、何から手を付けていいか全くわからず、ご担当の佐々木さんに聞き
ながら進めたが、次回はもう少し要領よくできるように工夫したいと思う。

目標に
対する
到達度

・目標に対する到達度（↓1～5のうち1つに○）

反省・感想
気付いた
こと等

与えられたタスクを時間通りに完了する。
わからないことはできる限り要点をまとめて聞くようにする。

本日の目標

実
習
先
欄

上記を確認しました。 担当者名

休憩時間を含め
た時間を記入

・手書き（楷書）で丁寧に記入のこと

誤字、脱字がないか提出前に見直そう！



・実習で学んだことや得たこと

・学んだことや得たことを今後どのように活かしていきたいか

・実習前の自分と実習後の自分はどう変わったか

・実習全体を通しての気づきや感想

実習期間 　時間

実習日数 日 出　席 日 欠　席 日 遅　刻 日 早　退 日

評価・所見

実
習
先
欄

月　　　　日　　～ 月　　　　日 実習総時間数

実習部署および職種

実習責任者氏名

実習生氏名 紺素　太郎

学
生
欄

事務の仕事は、パソコンの前でデータ入力したり、電話やメール対応ばかりだと思っていましたが、全くの思い違いで
した。講義会場の設営や野外での来場者の誘導など、体力が必要な仕事もあり日頃の運動不足がたたり、職員のみ
なさんには大変ご迷惑をおかけしました。

今回手に入れた視点や考え方を忘れず、新しいものを手に入れられるよう意識して生活する。社会人は他人から言わ
れなくても自主的に動いて何かをする人、臨機応変に対応できる柔軟な人であり、企業や上司はそれを求めているか
らこれからの生活の中でもそれらを意識して将来生かしていけるように頑張りたい。

就活について、自分の進みたい道が全く決まってなく、時間だけがすぎていってたが、今回の実習である程度みえて
きた。周りを見て行動できる人に常日頃からなりたいと思っていたが、少しはできるような気がする。

今回実習させていただいた部署では、毎日多くのイベントや講座が行われており、内容がすべて違っていたので臨機
応変な対応が本当に難しかったです。今回の実習にあたり受入の準備をしていただいた方、すべての方に感謝しま
す。ありがとうございました。

＊＊＊評価表＊＊＊　

実習先 特定非営利活動法人大学コンソーシアム大阪

※実習最終日にもれなく記入のこと。最終日は日誌・評価表を実習先に置いて帰宅してください。

実習で学んだことを総括しましょう。

この経験を今後どのように生かしたいか念頭に置き、

しっかり文章でまとめてください。

（1～２行で終わることの無いようにしてください。）

※実習最終日、実習日誌・評価表は実習先に提出して帰ってください。（持ち帰らないこと）

※実習最終日にもれなく記入のこと。


	【記入例】実習日誌　評価表

